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広い宇宙のある星で、子どもの苛めが

問題になっています。苛めを苦に自殺

する子さえ、いるのです。 
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学校の先生が言いました。 

「クラスの全員、仲良くしなくちゃい

けません。和が何よりも大切なのです。

他の子を愛せない悪い子には、罰を与

えますよ！」  

 

 

 

 

 

子どもたちは、ぞっとしました。 
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さあ、みんな仲良くしなくちゃいけま

せん。クラスのみんな、緊張して顔を見

合わせました。 

 

 

 

あれれ？ 

一人だけ下を向いている子がいます。 
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ええ！？ この子は、先生の話を聞い

ていなかったのです！   
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みんなで、叱りつけました。 

 

 

良かった。これでみんな、仲良くできま

す。 
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休み時間です。―さあ、みんな仲良くし

なくちゃいけません。でも、どうすれば

仲良く出来るのでしょう？ みんなで

一所懸命考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

しばらく話し合って、ようやく意見が

まとまりました。 
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これで、みんなで仲良く遊べます。そし

たら罰を受けません。―みんなホッと

しました。 
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ところがです！ さっきの子が一人だ

け、反対したのです。 

 

みんな、とても嫌な気持ちになりまし

た。これじゃ、たった一人のために、仲

良くすることが出来ません。―仲良く

できなかったら、みんなが罰せられて

しまいます。 
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「サッカーするんだって！ おれたち

は仲良しなくちゃいけないんだから！ 

和を乱すなよ！」            

 

 

 

 

「俺たちは仲間だよな！ 仲良しだよ

な！」「はい、仲良しです」 
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さあ、サッカーです！  

 

みんな楽しく笑っています。 

 

―ところがです！ 例の子

が急に泣き出したのです。 

 

みんなはまた、とても嫌な気持ちにな

りました。 
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こんな子とどうやって仲良くしろとい

うのでしょう？ でも…、仲良くしな

いと、先生に叱られちゃいます。 

 

 

 

こら、泣くな！ 

 

仕方なく、みんなでその子を叱りつけ

ました。 
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その子は、泣くのをやめました。ああ、

良かった！ これで、みんな仲良しさ

んです！ 
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翌日、その子は、首をつって死んでいま

した。 

 

遺書には、クラスのみんなに苛められ

たと書いてありました。 
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大人たちは、大慌て！ 学校の先生がみ

んなを集めて、怖い顔で言いました。 
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あとがき ―「罰とイジメと自殺のロンド」 

 

愛を、罰という脅しで強制し作り出すこと

など出来ません。もし愛が命令で強制でき

るものだと錯覚するなら、そこには必然的に

ひずみが生まれ、その結果、様々な悲劇が

生じるでしょう。  

 

この絵本は、そうした悲劇を地球上から

無くすことを目的に執筆したものです。もし

あなたがこの絵本に共感されたなら、他の

方にも読ませてあげていただければと思い

ます。  
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本絵本は、商業出版を除いて自由にコピ

ーして下さって結構です（商業出版はじめ

金銭的な授受を伴う場合を除きます）。また

下記ＷＥＢからは、東郷潤の他の絵本やメ

ッセージをダウンロードすることが出来ます。  
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